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覇権国：一人当たり
GDPが最も高い国

先進国：覇権国の一
人当たりGDPと同期
する



直近の動き



産業政策を経済
成長につなげる
には、規模と協
調が必要
Hodges, et.al 
2024



論点
• 産業政策

• 「安全保障のための産業政策」と「経済成長のための産業政策」
• 大国の産業政策競争は、ゼロサムゲーム。その他国に損失が集中
• ミドル国がルール構築の主体に。
• 通商ルールへの産業政策の取り込みで、経済的パイの共有と拡大を。

• 戦略的不可欠性
• デジタル化＝ソフトウェア、データ、コンピューター⇒判断・物理的
動きの自動化）

• 技術革新による急激なと体系変化を見通す必要



論点（続）
• 新しい国際秩序、通商ルールのあり方

• 技術発展をゼロサムゲームから、プラスサムゲームに転換するルール
の構築、戦略構築

• 経済的視点 ≠ 新自由主義
• 市場メカニズムの機序への視点が不可欠

• 自律性を確保・担保するのが、通商ルール。
• 小国にとっては、 通商ルール ＞＞ 独自の経済安全保障

• CPTPPを有効に機能させる：戦略性の必要

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
中国の積極的なロビーイング
タイ、インドネシアのBRICS加盟
日中韓FTA
重点メンバー国の選定と、RCEP、CPTPP、その他協定メンバーシップ
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